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令和２年度定期監査等結果報告書

地方自治法（昭和 22年法律第 67 号）第 199 条第１項、第２項及び第４項の規定に基づく

監査について、伊勢市監査基準に準拠して実施したので、その結果を次のとおり報告する。

令和３年３月 31 日

伊勢市監査委員 畑 芳嗣

伊勢市監査委員 中井 豊

伊勢市監査委員 辻 孝記

１ 監査の種類

地方自治法第 199 条第１項に基づく財務監査及び同法同条第２項に基づく行政監査

２ 監査の対象及び実施期日

実施期日 対 象 箇 所

令和２年 10月 14 日 四郷支所 宮本支所 浜郷支所 神社支所 大湊支所

令和２年 10 月 15 日 北浜支所 豊浜支所 城田支所 沼木支所

令和２年 10 月 19 日 総務課 職員課 課税課 収納推進課

令和２年 10 月 20 日 危機管理課 防災施設整備課

令和２年 10 月 21 日 検査室 企画調整課 情報政策課

令和２年 10 月 22 日 財政課 広報広聴課 資産経営課 契約課

令和２年 10 月 26 日 営繕課 会計課 秘書課

令和２年 10 月 27 日 市立伊勢総合病院

令和２年 10 月 28 日 戸籍住民課 人権政策課 環境課 清掃課

令和２年 10 月 29 日 医療保険課 介護保険課 高齢者支援課 生活支援課

令和２年 11 月４日
浜郷保育所 明倫保育所 御薗第一保育園

御薗第二保育園

令和２年 11 月５日
農林水産課 商工労政課 市民交流課

農業委員会事務局
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３ 監査の範囲

令和２年度９月末まで（必要がある場合は対象期間以外にも及ぶ）における財務に関す

る事務の執行及び経営に係る事業の管理並びにその他の事務の執行状況について監査を実

施した。

４ 監査の着眼点

予算の執行は計画的かつ効率的に行われているか、収入及び支出に係る会計処理、契約

事務、現金等の保管及び公有財産の管理は適正に行われているか、個人情報の管理及び職

員の時間外勤務の管理は適正になされているか、前年度定期監査で指摘または意見を述べ

た事項が是正または検討されているかなどを着眼点として実施した。

５ 監査の実施内容

事前に提出された資料に基づき、関係職員から説明を聴き取り、質疑を行ったほか、関

係文書の閲覧及び諸帳簿と証書類の照合を行った。また、決算審査及び出納検査の結果も

踏まえ、監査を実施した。

なお、市議会議員の内から選任された監査委員として、令和２年 11 月 12 日までは岡田

善行が、令和３年１月 14 日からは辻孝記が監査を行った。

令和２年 11 月６日 福祉総務課 子育て応援課 健康課 こども発達支援室

令和２年 11 月 11 日
保育課 障がい福祉課 選挙管理委員会事務局

議会事務局 監査委員事務局

令和２年 11 月 12 日
観光振興課 観光誘客課 国体総務課 国体競技課

特別定額給付金対策室

令和３年１月 14日 監理課 都市計画課 住宅政策課

令和３年１月 15日 交通政策課 基盤整備課 維持課 用地課

令和３年１月 19日
社会教育課 学校統合推進室 学校教育課

御薗総合支所生活福祉課

令和３年１月 21日 スポーツ課 文化振興課 小俣総合支所生活福祉課

令和３年１月 25日 教育研究所 教育総務課

令和３年１月 26日 水道事業 下水道事業 二見総合支所生活福祉課

令和３年２月１日 消防本部

令和３年２月 18日 工事の現場確認（上水道課 神薗 11-1 号線配水本管布設工事）

令和３年２月 26日

（書面監査）

進修小学校 早修小学校 厚生小学校 四郷小学校

北浜小学校 東大淀小学校 小俣小学校 二見浦小学校

二見中学校 御薗中学校 伊勢宮川中学校 小俣幼稚園
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工事の現場確認については、令和２年度に施行している工事の内から１件を抽出し、工

事現場において担当者から説明を受け、進捗状況を確認した。

各小中学校、幼稚園については、新型コロナウイルス感染拡大を考慮し、現地での監査

に替えて書面監査とした。各学校、幼稚園へ資料及び簿冊の提出を求め、必要に応じて聴

き取りを行った。

６ 監査委員の除斥

地方自治法第 199 条の 2の規定に基づき、政務活動費に関する部分については市議会議

員の内から選任された監査委員を除斥とした。

７ 監査の結果

監査した限りにおいて、日常の事務処理に軽微な間違いは見受けられるものの、その運

営の大筋においては、事務が法令に適合し、正確に行われ、効率化に努めていることが伺

えた。同様にその組織の活性を図り、運営の合理化に努めていると認められた。

詳細については次に述べるとおりである。簡易な事項については確認の上、口頭で指摘

し、改善を必要とする項目については是正を指示した。

また、時間外勤務については、新型コロナウイルス感染症対応に関する業務を除いて月

60時間を超える残業実施者が所属する部署を指摘事項とした。

（全般的共通事項）

（１）関係文書、諸帳簿、証書類等を確認したところ、一部に不備が見受けられたものの、

おおむね良好に処理がなされていると認める。

（２）時間外勤務については、新型コロナウイルス感染症への対応業務により、長時間の時

間外勤務を行っている部署があるものの、その業務を除いた時間外勤務時間は昨年に比

べ減っており、60時間を超える残業実施者が所属する部署数も減少している。

今後も業務の遂行方法を見直し、職員の勤務時間の平準化を図るとともに、ワークラ

イフ・バランスの促進に努められたい。

（３）支出に関する決裁文書について、事務決裁規程で定める決裁権者で決裁されていない

事例があった。事務決裁規程を確認し、適正な事務処理に努められたい。

（４）各部署で領収した現金について、速やかに払い込まず当該部署で保管している事例が

あった。現金を長期間保管することは紛失等につながるリスクを伴うものである。適切

な処理をされたい。

（５）所管課の完結文書は、文書管理規程に基づき保存されているが、保存期間が満了した

文書で、延長して保存する必要のあるものが見受けられる。保存期間の延長を確実に行

い、適切な文書保存に努められたい。

（６）郵便切手受払簿について、使用の際の記載漏れや受払証印の押印漏れがあった。金券

の保管管理業務は現金取扱いに準じて厳正に管理をされたい。

（各課に関する事項）

検 査 室

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。
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総 務 部

総務課 職員課 課税課 収納推進課

収納推進課については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行については、おおむね良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

【総務課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 60時間を超えている職員がいる。例規審査等によるものが要因であ

るが、労働基準法では時間外勤務の上限が規制されている。その趣旨から月 60時間超

えを時間外勤務管理の指標とし、その削減に努められたい。

【職員課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 80時間を超えている職員がいる。会計年度任用職員制度の開始に伴

う事務等に時間を要したことが要因であるが、厚生労働省の定めている労災認定基準

では、月 80 時間超えの時間外勤務が続くことを労災認定の目安としている。職員の健

康保持に十分配慮し、改善に努められたい。

【課税課】

指摘事項

（１）伊勢地区税務事務研究会の経理事務において、請求日から 15 日を超えて支払われて

いる事例があった。公金の取扱いに準じて事務処理をされたい。

危 機 管 理 部

危機管理課 防災施設整備課

財務に関する事務の執行、所管施設の管理及び工事施工については、良好に行われている

と認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。

情 報 戦 略 局

秘書課 情報政策課 企画調整課 財政課 広報広聴課

秘書課、企画調整課、財政課、広報広聴課については、指摘事項及び意見は、特に認めら

れなかった。

財務に関する事務の執行については、おおむね良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

【情報政策課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 60時間を超えている職員がいる。国勢調査に係る事務によるものが

要因であるが、労働基準法では時間外勤務の上限が規制されている。その趣旨から月

60 時間超えを時間外勤務管理の指標とし、その削減に努められたい。
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資 産 経 営 部
資産経営課 契約課 営繕課

営繕課については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行、所管施設の管理及び工事施工については、おおむね良好に行わ

れていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【資産経営課】

意見

（１）統合に伴い閉校となった学校の運動場及び体育館の使用について、目的外使用許可

の取扱いとして要綱に定め対応しているが、使用料については条例で定めるべきであ

ると考えるので検討いただきたい。

【契約課】

指摘事項

（１）契約約款の代金について、課内で保管し、数日分をまとめて払い込んでいる事例が

あった。現金での保管は紛失等につながるリスクを伴うものである。適切な事務処理

をされたい。

環 境 生 活 部

市民交流課 戸籍住民課 人権政策課 環境課 清掃課 支所

市民交流課、人権政策課、環境課、清掃課については、指摘事項及び意見は、特に認めら

れなかった。

財務に関する事務の執行については、おおむね良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【戸籍住民課】

意見

（１）会計年度任用職員制度の開始により、支所長が一人で勤務する時間帯がある。勤務

体制や支所の開所時間の見直しが必要と考えるが、検討いただきたい。

【支所】
指摘事項

（１）自治会で集めた募金について、現金での保管期間が長い事例があった。現金を長期

間保管することは紛失等につながるリスクを伴うものである。適切な処理をされたい。

意見

（１）会計年度任用職員制度の開始により、支所長が一人で勤務する時間帯がある。勤務

体制や支所の開所時間の見直しが必要と考えるが、検討いただきたい。
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健 康 福 祉 部

健康課 医療保険課 介護保険課 高齢者支援課 生活支援課

福祉総務課 子育て応援課 保育課 こども発達支援室 障がい福祉課

特別定額給付金対策室 保育所等

健康課、介護保険課、子育て応援課、障がい福祉課、保育所等については、指摘事項及び

意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行及び所管施設の管理については、おおむね良好に行われていると

認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【医療保険課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 60時間を超えている職員がいる。国民健康保険料業務においてシス

テムのスケジュールの都合上、休日出勤が重なったためであるが、労働基準法では時

間外勤務の上限が規制されている。その趣旨から月 60 時間超えを時間外勤務管理の指

標とし、その削減に努められたい。

【高齢者支援課】

指摘事項

（１）補助金の交付及び概算払いについて、事務決裁規程で定める決裁権者で決裁されて

いない事例があった。事務決裁規程に基づき、適正な事務処理をされたい。

【生活支援課】

指摘事項

（１）郵便切手受払簿について、使用枚数及び残高の記載誤りがあった。金券の保管管理

業務は現金取扱いに準じて厳正に管理をされたい。

【福祉総務課】

指摘事項

（１）過去の生活支援貸付金の貸付事務において、必要書類に不足があった。適切な事務

処理をされたい。

【保育課】

意見

（１）社会福祉法人一宇郷福祉会が運営するみどり保育園に対して児童送迎バス負担金を

覚書に基づき交付しているが、本負担金の算定基準は要綱等で規定するべきであると

考える。覚書の内容の見直しについても検討いただきたい。

（２）公立保育所の定員は施設面積に応じて設定されているが、一部の保育所でその定員

と利用者数の差が大きいところがある。実情に合わせた定員の見直しを検討いただき

たい。

（３）公立保育所の一部に公用車が配置されているが、偏りのないよう適正な配置を検討

いただきたい。
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【こども発達支援室】

指摘事項

（１）コピー代金の領収書について、出納員の印と間違えて収受印を押したものがあった。

領収の際には十分注意し、正確な事務処理をされたい。

【特別定額給付金対策室】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 200 時間を超えている職員がいる。特別定額給付金の支給に係る業

務によるものであるが、職員の健康保持に十分配慮するとともに、その改善を図られ

たい。

産 業 観 光 部

商工労政課 農林水産課 観光振興課 観光誘客課

観光誘客課については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行、所管施設の管理及び工事施工については、おおむね良好に行わ

れていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【商工労政課】

指摘事項

（１）補助金の交付について、事務決裁規程で定める決裁権者で決裁されていない事例が

あった。事務決裁規程に基づき、適正な事務処理をされたい。

（２）産業支援センターの指定管理において、報告書が期限内に提出されていない事例が

あった。受託者に、協定書で定めた期限を遵守するよう指導されたい。

【農林水産課】

指摘事項

（１）鳥獣飼養許可手数料の領収書について、領収日に誤りがあった。領収の際には十分

注意し、正確な事務処理をされたい。

【観光振興課】

指摘事項

（１）お伊勢さんマラソン実行委員会における旅費の領収について、一覧表を作成し各委

員の押印を受けているが、領収金額及び領収した旨の記載事項が明示されていない。

適切な事務処理をされたい。

（２）伊勢神宮奉納全国花火大会委員会が管理する収入印紙について、前年度からの繰越

分があるにも関わらず、今年度の受払簿が作成されていない。金券の保管管理業務は

現金取扱いに準じて厳正に管理をされたい。

意見

（１）飲食店・宿泊施設応援事業として、クラウドファンディングを活用したプレミアム

付き応援券を発行しており、対象となる店舗が閉店した際に支援金（寄附金）を他の

店舗に振り替えている。事業の目的は理解できるが、そのような措置は制度に沿って

いないように思われるので、今後同様の事業に取り組まれる場合には、支援者に対し
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て制度の説明を十分に行い、進めていただきたい。

国 体 推 進 局

国体総務課 国体競技課

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。

都 市 整 備 部

監理課 都市計画課 交通政策課 基盤整備課 維持課 用地課

住宅政策課

都市計画課、維持課、用地課については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行、所管施設の管理及び工事施工については、おおむね良好に行わ

れていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【監理課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 80時間を超えている職員がいる。職員の休職及び新任職員の配置に

より、年度当初の経理事務が限られた職員に集中したことが要因であるが、厚生労働

省の定めている労災認定基準では、月 80 時間超えの時間外勤務が続くことを労災認定

の目安としている。職員の健康保持に十分配慮し、引き続き改善に努められたい。

【交通政策課】

指摘事項

（１）委託業務契約書に、当該業務とは全く関係のない不要な書類が綴じられていた。

適切な事務処理をされたい。

【基盤整備課】

指摘事項

（１）時間外勤務が月 60時間を超えている職員がいる。豪雨や台風による災害復旧業務が

要因であるが、労働基準法では時間外勤務の上限が規制されている。その趣旨から月

60 時間超えを時間外勤務管理の指標とし、その削減に努められたい。

【住宅政策課】

意見

（１）民法改正により契約書に極度額の明記が必須となったが、極度額の基準は要綱等で

規定するべきであると考えるので検討いただきたい。

二 見 総 合 支 所

生活福祉課

財務に関する事務の執行及び所管施設の管理については、おおむね良好に行われていると



9

認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

指摘事項

（１）賓日館の指定管理において、入館料の変更の申請が期限までに提出されていない

事例があった。受託者に、協定書で定めた事項を遵守するよう指導されたい。

小 俣 総 合 支 所

生活福祉課

財務に関する事務の執行及び所管施設の管理については、おおむね良好に行われていると

認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

指摘事項

（１）令和元年度に実施した講習会について、講師謝金の支払い遅延があった。適切に事

務が行われるよう、事務処理の管理を見直しされたい。

（２）安全衛生委員会小俣総合支所部会について、結果報告書が作成されていない。会議

の結果については、適切に記録をされたい。

御 薗 総 合 支 所

生活福祉課

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。

会 計 課

財務に関する事務の執行については、おおむね良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

指摘事項

（１）時間外勤務が月 80時間を超えている職員がいる。３月から５月にかけて集中する書

類審査業務が要因であるが、厚生労働省の定めている労災認定基準では、月 80時間超

えの時間外勤務が続くことを労災認定の目安としている。職員の健康保持に十分配慮

し、引き続き改善に努められたい。

議 会 事 務 局

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。
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選挙管理委員会事務局

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。

監 査 委 員 事 務 局

財務に関する事務の執行については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。

農業委員会事務局

財務に関する事務の執行については、おおむね良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

指摘事項

（１）領収した証明手数料を事務局で保管し、1か月間をまとめて翌月に払い込んでいる。

現金での保管は紛失等につながるリスクを伴うものである。適切な事務処理をされた

い。

（２）領収印の印面が摩滅しており、押印した文字が判読できない。適切なものに改めら

れたい。

市立伊勢総合病院

経営に係る事業の管理及び所管施設の管理については おおむね良好に行われていると認

められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

指摘事項

（１）時間外勤務が月 80 時間を超えている職員がいる。年度当初の繁忙期に、人事異動に

よる新任者の時間外勤務が増加したことが要因であるが、厚生労働省の定めている労

災認定基準では、月 80時間超えの時間外勤務が続くことを労災認定の目安としている。

職員の健康保持に十分配慮し、改善に努められたい。

（２）病院事業会計規程に規定されている現金取扱員の任命手続きが行われていない。適

正な事務処理をされたい。

（３）復命書について、期限内に作成していない事例があった。適正な事務処理をされた

い。

（４）委託契約書について、仕様の詳細を定めた書類が添付されていない事例があった。

適切な事務処理をされたい。

（５）学会参加費等の支払いについて、立替払いを行っている事例があった。立替払いの
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発生に注意し、適正な事務処理をされたい。

（６）病院の駐車場を部外に貸し出した際に、病院事業会計規程に定められた行政財産の

目的外使用許可の手続きが行われていない。適正な事務処理をされたい。

上 下 水 道 部

水道事業 下水道事業

（上下水道総務課 料金課 上水道課 下水道建設課 下水道施設管理課）

水道事業については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

経営に係る事業の管理、所管施設の管理及び工事施工については、おおむね良好に行われ

ていると認められた。

なお、指摘事項については、次に述べるとおりである。

【下水道事業】

指摘事項

（１）下水道使用料の徴収猶予申請について、申請書を供覧しているのみで、徴収猶予を

決定する決裁文書が作成されていない。適正な事務処理をされたい。

教育委員会事務局

教育総務課 学校統合推進室 学校教育課 社会教育課 スポーツ課

文化振興課 教育研究所 小中学校・幼稚園

学校統合推進室については、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

財務に関する事務の執行、所管施設の管理及び工事施工については、おおむね良好に行わ

れていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、次に述べるとおりである。

【教育総務課】

意見

（１）同一施設における修繕業務について、同じ時期に同様の設備を修繕しているにも関

わらず、２件の業務として実施している事例があった。１件の契約とすることで、事

務作業の効率化や費用の削減につながらないか検討いただきたい。

【学校教育課】

指摘事項

（１）各小中学校への依頼文書の起案文書について、決裁時に手書きで添削された文書の

みが添付されており、実際に送付した文書の内容が残されていない事例があった。適

切な事務処理をされたい。

意見

（１）伊勢薬剤師会に委託した、学校における飲料水の水質検査において、日常点検の実

施及びその記録の保管状況が不適とされている事例があった。日常点検は努力義務で
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あり、その実施状況は学校により様々である。全校での実施を検討いただきたい。

【社会教育課】

指摘事項

（１）業務委託費の支出について、事務決裁規程で定める決裁権者で決裁されていない事

例があった。事務決裁規程に基づき、適正な事務処理をされたい。

【スポーツ課】

指摘事項

（１）施設使用料の領収書控について、年度や内訳を後から記載、訂正している事例があ

った。領収書の記載内容を十分確認するよう、管理業務の受託者に指導されたい。

意見

（１）スポーツクラブ等の団体に対して負担金を支出しているが、当該金額の算定基準を

要綱等で規定するべきであると考える。検討いただきたい。

【文化振興課】

意見

（１）同一施設の屋根の修繕業務について、同じ時期に実施しているにも関わらず、２件

の業務として実施している事例があった。１件の契約とすることで、事務作業の効率

化や費用の削減につながらないか検討いただきたい。

【教育研究所】

指摘事項

（１）授業等で児童が使用する端末機等を紛失する事例が３件あった。公金で賄われた大

切な備品であることはもちろんのこと、紛失等によって児童の学習機会が損なわれる

ことのないよう適切な備品管理の指導を各学校に徹底されたい。

【各小中学校・幼稚園】

指摘事項

（１）通帳への入金を失念し、現金で長期間保管していた事例があった。現金での保管は

紛失等につながるリスクを伴うものである。適切な事務処理をされたい。

（２）学校口座の通帳に一部精算処理がなされていないものが見受けられた。速やかに精

算処理を行うとともに、適切な事務処理をされたい。

（３）委託事業の経理事務において、立替払いを行っている事例があった。立替払いの発

生に注意し、適切な事務処理をされたい。

（４）薬品管理記録簿について、購入年月日や残量が記載されていないものや記載内容が

誤っているものがあった。使用状況を正確に記録し薬品保管に努められたい。

消防本部（署）

財務に関する事務の執行及び所管施設の管理については、良好に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見については、特に認められなかった。
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工事の現場確認

上水道課 神薗 11-1 号線配水本管布設工事

工事は、安全に配慮して行われており、工程表に基づき順調に進捗していると認められた。

また、契約事務については適正に行われていると認められた。

なお、指摘事項及び意見は、特に認められなかった。

８ むすび

今年度における定期監査を実施した結果、報告書に「指摘事項」、「意見」として、記載

したもののほかは、おおむね適正に執行されていた。

一方、依然として複数の課で過去と同様の単純な誤りが散見され、その原因としては、

注意不足によるものをはじめ、関係法令等の認識不足やチェック機能の不備などが挙げら

れる。

誤った事務処理を繰り返さないよう関係法令等に対する正しい理解とチェック機能体制

の強化を図り、適正な事務の執行に努められたい。

新型コロナウイルス感染症は、市民の暮らしと経済に深刻な影響を与えており、その対

応に様々な対策を行っている。引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、市

民の生命と健康を守るための対策とともに、市民の生活支援、地域経済活性化、感染拡大

の防止など、必要な対策の迅速かつ効果的な実施に一層努められたい。また、実施にあた

っては関係職員に業務が偏ることのないよう実施体制にも留意願いたい。

今後、税収入等の減収が見込まれ、大変厳しい財政運営が予想される。職員全員が財政

状況を常に意識し、最少の経費で最大の効果を発揮できる事業運営に取り組まれ、事業成

果や費用対効果の十分な検証も実施していただきたい。


